
宣 言 日 令和6年1月23日

住 所 埼玉県久喜市河原井町23-4

県 内 企 業 等 の 名 称 太平化成株式会社

代表者役職 氏名 代表取締役社長　百目鬼 健

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

蒸留品生産量：１４０００トン　ＢＣＰを安定的に運用する

＜３年後に向けた指標＞
環境

蒸留品生産量：１３７００トン　ＢＣＰを完成させる

有機溶剤マテリアルリサイクルの展開を維
持・拡大させる。
ＢＣＰ（事業継続計画）を確立する。
＜（現状値）2023年の数値＞
・蒸留品生産量：１２８００トン
・ＢＣＰ：取引先との協力関係構築中

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は、半世紀以上にわたる有機溶剤リサイクルを中心とする事業展開により、廃棄物の発生抑制（Ｒ
ｅｄｕｓｅ），再使用（Ｒｅｕｓｅ），再生使用（Ｒｅｃｙｃｌｅ）の推進に努めてきた。
この考え方は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と同じ方向を目指すものであり、今後も「環境に配慮した
生産活動の推進及び再資源化型製品の市場提供を通じ、限りある資源の有効活用に繋げ、地球環境の
保全に貢献していく」ことにより、ＳＤＧｓの達成に寄与していく。

太平化成株式会社

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

職業教育を充実させる。
社員参加型の地域美化活動を推進する。
＜（現状値）2023年の数値＞
・職業教育：部署ごとの教育（３～４件），改善活
動（１件），全体での教育訓練（２件）を実施
・地域美化活動：１回・のべ４０人

＜2030年に向けた指標＞

職業教育：持続可能な事業展開に向け、範囲を広げ７件/年
地域美化活動：２回/年・のべ８０人

＜３年後に向けた指標＞

職業教育：安全,法令遵守,化学物質対策を中心に６件/年
地域美化活動：１回/年・のべ４０人

経済

環境対策を含む新たなニーズへの対応に向け
たリサイクル品の設計開発に取り組む。
既存品においても、問題点の解消に向けたリサ
イクル方法の設計開発に取り組む。
＜（現状値）2023年の数値＞
・設計開発件数：新たなニーズへの対応で２件/
年

＜2030年に向けた指標＞

設計開発件数：３件/年

＜３年後に向けた指標＞

設計開発件数：３件/年


